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研究成果の概要（和文）：学習障害の中核である発達性読み書き障害（ディスレクシア）の早期発見と早期指導を目的
としたRTI（Response to Intervention）をもとに，1年生の学年末にはディスレクシアの診断へとつなげる新しいRTI
モデルを開発した．
また，文字とその読みとの対応を自動化して誤読を減らす解読指導，および文章の音読速度を改善するための語彙指導
の2段階方式を考案した．解読指導については，簡便で汎用性の高い音読指導プログラム（単音版と単語版）を開発し
て，ホームページ（http://www.dyslexia-koeda.jp/）上で公開し，多機能型端末にも対応したアプリケーションも提
供している．

研究成果の概要（英文）：We developed novel RTI model to be able to lead to the diagnosis of dyslexia at th
e end of a school year of the first grader based on original RTI (Response to Intervention) for the purpos
e of early detection and early intervention. Also, we devised the training method of two phases called dec
oding training and the vocabulary facilitation. The decoding training aims to automate the correspondence 
with a letter and the reading, and then is able to reduce misreading. The vocabulary facilitation is able 
to improve the fluency of reading aloud.
As decoding training, we developed a reading aloud training program (two version; a single sound version a
nd a word version) which very easy to use and has high versatility. We show it on a homepage (http://www.d
yslexia-koeda.jp/) and provide the application soft for tablet type devices.
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１．研究開始当初の背景 
 現在は知的能力と学業不振の乖離を基に

して学習障害の診断と指導が開始されてい

る。しかし、乖離が生じてしまった段階で指

導を開始しても、学業不振が固定化してしま

い、指導の効果が上がりにくいことが問題と

なっている。これを解決するには、学習障害

が疑われたら、まず教育的な支援を提供し、

その効果や反応を見ながら最終的に診断に

つ な げ る と い う RTI （ Response to 

Intervention）が、支援重視のモデルとして、

その効果が大いに期待されている。しかし具

体的な RTI の方法や指導法はほとんど開発

されていない。 

 

２．研究の目的 

本研究では就学後早期（小学校 1 年生の学

年内）に文字の読み書きに困難がある学童を

見出して、疑いの段階から指導を開始すると

いう RTI を導入して、就学後に発達性読み書

き障害を早期発見する方法とその指導法の

開発を行うことを目的とする。 

 

３．研究の方法 

コホート調査という手法を用いることに

より、有効な早期発見の方法や音読検査の開

発、および指導法の開発と指導効果の検証を

行った。小学校 1 年生を対象として、複数の

コホート調査を企画し、実行した。 

われわれの先行研究と連続して 2007－

2009 コホートでは小学校 1 年生 70 名を対象

に指導を行わずに 3 年間の追跡を行った。 

2008-2010 コホートでは小学校 1 年生 76

名を対象に音読に困難があると判明した児

童には指導を行うという介入研究を実施し

て、3 年間の追跡を行った。 

2010－2011 コホートでは 369 名の 1 年生

を対象とした。この中から音読に困難のある

児童 39 名を見出して 2 群に分け、文字とそ

の読みとの対応が自動化することを目指し

た解読指導をおこない、その効果を検証した。

また、2010－2011 コホートのうち 298 名を

対象として発達性読み書き障害の有病率を

算出した。 

2011 年度には RTI を導入する際に用いる

小学校 1年生向けの新しい音読検査の開発を

行った。1 年生の初期には直音だけで構成さ

れている音読検査が適しており、その基準値

を決める必要があった。そのために、小学校

1 年生 676 名を対象として新たに開発した直

音音読検査を実施し、音読時間の分布を調べ、

基準となる音読時間を割り出した。 

 2011－2013 コホートでは 571 名を対象と

して、小学校 1 年生のうちに 3 回の音読検査

を実施し、音読が困難な児童を見出す基準値

を作成した。また、指導として初期には文字

とその読みの対応を自動化する解読指導を、

その後に語彙を豊富にすることで音読が流

暢になることを目指した語彙指導を行うと

いう 2 段階方式を開発した。解読指導は ICT

を活用した音読指導プログラム（単音版と単

語版を作成）を用いて行い、語彙指導につい

ては教科書を用いて見知らぬ語彙の意味と

使い方の定着を促進するという方法を採用

した。この 2011-2013 コホートにおいてその

効果を検証した。 

 2013－2015 コホートでは、RTI モデルを

小学校で実施するために、さらに簡便な方法

の開発に取り組んだ。とくに 2011 年度に作

成した音読検査の基準値の改訂を行った。 

 

４．研究成果 

2007－2009 コホートでは、音読検査の音

読速度が良い指標となること、および 1 年生

では初期に音読に困難があっても無介入で

改善する児童が存在することを確認した。 

2008-2010 コホートでは、RTI を導入する

ことで、4 名の音読困難な児童を見出し、早

期に指導することができた。4 名のうち 3 名

では指導効果がみられたが、1 名では指導に



対する改善が十分ではなく、2 年生の初めに

発達性読み書き障害と診断された。3 年生ま

で追跡した結果、新たに発達性読み書き障害

であると診断された例はなかった。 

2010－2011 コホートにて、解読指導は音

読検査の音読時間を短縮させ、誤読を減らす

効果があることが確認された。また 298 名の

うち 6名が発達性読み書き障害であると診断

され、有病率は 2.0％であることが判明した。 

2011－2013 コホートにより ICT を活用し

た音読指導プログラムの効果が検証できた。

このプログラムを 3週間活用して音読の練習

を行うことにより、とくに専門性が高い教員

でなくても均質な指導が行えることが確認

された。一方、語彙指導は 6 か月間程度の指

導が必要で、教科書にある単語の指導を中心

として行うことにより、長文を音読する時間

が短縮することが確認された。このコホート

でも発達性読み書き障害の有病率を算出し

ており、2.1％であると推定された。 

2013－2015 コホートでは、小学校が主体

となって実施する RTI の方策を検討し、直音

音読検査の実施方法を変更した。つまり直音

音読検査の音読時間を測定するのではなく、

1 分間の音読した個数を測定することにより

実施時間を短縮することが可能となった。 

以上、RTI を小学校において実施するため

の音読検査とその基準の開発、および音読に

困難があると判明した児童を均質に指導す

るための音読指導プログラムの開発が完了

した。小学校において、1 年生を対象に教師

のみによる実施可能な準備はすべて整った。 

RTI による早期発見と早期介入および 2段

階方式の音読指導の２つを鳥取大学方式と

称 し て ホ ー ム ペ ー ジ 上 で 公 開 し た 。

（http://www.dyslexia-koeda.jp/） 
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